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背  景  

 近 年 、 山 口 県 で は イ ノ シ シ に よ る 農 作 物 被 害 が 大 き な 問 題 と な っ て

お り 、 被 害 額 は 平 成 30 年 度 の 県 内 農 林 業 の 野 生 鳥 獣 被 害 額 の 約 半 分 ､

(２ 億 ３ 千 万 円 )を 占 め て い る 。 イ ノ シ シ 被 害 の 主 な 対 策 と し て 防 護 柵

や 電 気 柵 等 が あ る が 、 設 置 に 労 力 が 掛 か る 、 維 持 管 理 が た い へ ん で あ

る と い っ た 問 題 が あ り 、 現 場 か ら は 簡 易 で 効 果 の 高 い 被 害 軽 減 対 策 が

求 め ら れ て い る 。  

 

目  的  

 イ ノ シ シ を 感 知 す る セ ン サ ー と 強 力 な 光 を 発 す る LED ラ イ ト を 組 み

合 わ せ た 装 置 に よ る イ ノ シ シ 被 害 軽 減 効 果 を 確 認 す る 。  

 

成  果  

１  今 回 の 実 証 試 験 で は 、 イ ノ シ シ を 感 知 し て 数 秒 間 発 光 す る LED ラ

イ ト (K 社 製 ： 光 度 約 28000cd)に よ り イ ノ シ シ の 出 没 を 抑 制 で き た 。

  

 

２  今 回 の 実 証 試 験 で は 、 イ ノ シ シ の 出 没 抑 制 効 果 を ４ カ 月 間 持 続 で

き た 。  

 

成 果 の 活 用 と 留 意 点   

１  イ ノ シ シ の 被 害 軽 減 対 策 は 防 護 柵 を 基 本 と し 、 場 所 や 地 形 に よ っ

て 対 策 を 使 い 分 け る こ と が 望 ま し い 。  

 

２  LED ラ イ ト を 設 置 す る 場 合 は 、 事 前 に 赤 外 線 カ メ ラ 等 に よ る イ ノ

シ シ の 出 没 経 路 の 確 認 が 必 要 で あ る 。  

 

３  出 没 抑 制 効 果 に つ い て の 判 定 及 び イ ノ シ シ 以 外 の 獣 害 へ の 効 果 に

つ い て は 継 続 し た 実 証 試 験 に よ る 確 認 が 必 要 で あ る 。  
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図１ LED ライトの実証場所             図２ 試験に使用した LED ライト 

                

 

 

 

 

 

     図 ３  LE D ラ イ ト の 点 灯 で 遁 走 す る イ ノ シ シ  

 

表 １  イ ノ シ シ の 出 没 経 路 ご と の 出 没 日 数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

②  

③  

被害発生箇所 

LED ライト 

 

①､②､③は出没経路 

期間

月/日 出没経路① 出没経路② 出没経路③

8/19～8/26 LED設置前 4 6 3
9/4 LED設置

電気系統不調

LED正常稼働開始

出没経路②のイノ
シシはLEDライト
の発光により遁走

9/15～9/24 0 0 0
9/25～10/9 0 0 0

10/29～11/28 1 0 0

出没経路③のイノ
シシはLEDライト
の発光により遁走

12/31 試験終了

注）LEDライトの発光による遁走は動画撮影で確認されたもの

11/29～12/31 0 0 1

　　それ以外の出没もLEDライトの設置場所を越えたものはない

出没経路②のカメ
ラの前にクヌギの
実が多数落下
　
LEDライトの発光
による遁走も確認

10/10～10/28 2 8 3

0 2 09/6～9/14

備考
出没日数

0 0 09/4～9/5


